職歴証明書記載上の留意点
　次の事項は、職歴証明書を記載するにあたり特に注意してください。

1 会計年度任用職員、臨時職員、非常勤職員、アルバイト、パートの期間については、別紙様式により証明を受けること。（正規社員の場合、様式は自由ですが、別紙様式の１～５の事項が分かるようにしてください。）

2 山梨県職員の期間（知事部局での会計年度任用職員等の期間を含む。）及び山梨県職員採用以前の期間については、職歴証明は不要。

3 雇用期間の採用日・退職日（退職予定日）は必ず記入すること。

　　　④　雇用主の証明印は、原則として社判を押印すること。

⑤ 職歴証明のない期間は、職歴として認められない。

⑥ 様式が不足する場合は、コピーして使用すること。

　　１　雇用形態　　ア　正職（社）員　　　イ　アルバイト ・ パート 

ウ　官公庁の非正規職員[会計年度任用職員・臨時職員・非常勤嘱託職員]
　　　　　　　　　　　　その他の職名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
エ　その他（　　　　     ）
　　２　雇用期間　　　令和６年９月１日　～　令和８年３月３１日（予定）
　　３　勤務形態　　　（１）週平均勤務日数　　　　　　　週５．０日
　　　　　　　　　　　　　（２）週平均勤務時間　　　週３７時間３０分
　　４　職位・職務内容　　事務補助（経理）　　　　　　　　　　　　　　　　
　　５　賃　　金　　　ア　月給　　　イ　日給　　　ウ　時給　　６，０００円
　　※該当するものに○をつけてください。
（ 雇用形態 ウ　については該当する職名に○をお願いします。該当職名がなければ下段の
「その他の職名」欄に記入をお願いします。）
※記載例
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